


 技 術 情 報
●コナガコンの薬効試験成績

試験場所 : 岐阜県穴八郡神戸町（ハウス）
試 験 面 積 :
処 理 時 期 :
処  理  量 :
処  理  区 :

調 査 内 容 :

162㎡ × 10 棟
12月20日
200m/10a
コナガコン処理区
慣行防除区
幼虫・蛹の寄生数推移（20株調査）

3. だいこんのコナガ防除 (岐阜県農業総合研究センター :1989年 )

試験場所 : 長野県北佐久郡御代田町
試 験 面 積 :
処 理 時 期 :
処  理  量 :
処  理  区 :

調 査 内 容 :

2ha
7月29日
200本 /10a
コナガコン処理区（殺虫剤3回散布減農薬区）
慣行防除区（殺虫剤5回散布）
無防除区
被害株率（40株調査）

1. レタスのオオタバコガ防除 (長野県営農技術センター :1998年 )

試験場所 : 群馬県吾妻郡嬬恋村
試 験 面 積 :
処 理 時 期 :
処  理  量 :
処  理  区 :

調 査 内 容 :

8ha
7月9日
100m/10a
コナガコン処理区（殺虫剤無散布）
コナガコン処理区（殺虫剤2回散布）
慣行防除区（殺虫剤6回散布）
無処理区（殺虫剤無散布）
幼虫と蛹の寄生数推移（40株当たり）

2. キャベツのコナガ防除 (群馬県農業試験場 :1988年 )



技術情報

  本剤は製剤から徐々に蒸散するフェロモン成分が圃場全体に安定して保持されることが重要です。そのため

にはなるべく広い面積で使用することをおすすめします。

これまでの試験結果から処理面積が 3ha を越えると防除効果が安定します。しかし、小面積でも盆地状の地

形や、圃場周辺に林や建物等、風を遮ることのできる圃場では防除効果が認められており、防風作物や防風ネッ

ト等を利用することで効果を安定させることができます。

　施設内での使用の場合、特に面積の制約はありません。ガラスハウスやパイプハウスなど夜間密閉できる

施設であれば小面積でも防除効果が期待できます。しかし、周辺の圃場にコナガ、オオタバコガの発生する

作物が栽培されていると、そこから飛来侵入する危険があるので、換気部や出入り口を寒冷紗などで覆う必

要があります。一方、昼夜とも換気したままの施設やトンネル栽培などでは、施設内だけの処理では効果が

少なく、むしろ露地栽培に準じた大面積での処理をおすすめします。

使用するにあたって


